
重度障害者の生活・学業・就労の
支援について考える

西九州大学
デジタル社会共創学環/リハビリテーション学部/新学部設置準備室

准教授 植田友貴

ニーズ・シーズマッチング地域交流会2025in佐賀



西九州大学 植田研究室

2



西九州大学 植田研究室

コロナ禍以降支援の輪が途切れてしまった
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コロナ五類移行後は相談件数も徐々に戻っているが，
地域のネットワークが【10年程度は逆行した】印象
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• 人工呼吸器を装
着すると寝たき
りになると思っ
ていた

• 実際は，電動車
椅子等で外出も
可能だった
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• 病歴と自宅生活
が長く，除圧
クッションが必
要という情報を
長期間得られて
いなかった

• 手術後に適切な
機器導入で生活
が一変した
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テーマ
「重度障害者の生活・学業・就労の支援について考える」

•地域の繋がりをリスタート

•参加者は佐賀県を中心に，幅広く募集

•参加者
• ニーズ側（当事者，当事者家族）

• シーズ側（支援団体関係者，医療福祉関係者）

• その他関係者が参加
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ネットワーク形成を重視した企画を展開

•参加者自己紹介プログラム１

•機器体験会プログラム２

•グループワークプログラム３
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プログラム１：参加者自己紹介

•自己紹介だけでなく，問題提起や地域の実情なども共有

•自己紹介で気になった話題
• 重度障害者の保護者
• ○○さんにも関わってもらっていて，
• いま困ってることはないんです
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プログラム２
機器展示
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昼食はみんなで学食へ
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A班
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A班
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サービスの地域差解消が必要
他地域との情報共有が必要
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A班

事業所不足・ヘルパー不足・働きたいのに働けないを
解決するために

横の繋がりとコーディネーターを作る
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B班
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B班
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B班

早期にニーズとシーズが出会えると
問題解決や新技術開発が早い



ニーズからシーズへ情報を伝える

•展示会で直接話す

•研修会で情報を仕入れる

•学んだ知識を訪問現場に持ち
込めるような研修
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B班
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連絡の取り方の理想形

•福祉機器販売企業と当事者をつ
なぐコーディネーター

•ビジネスモデルとしてお金の話
は必須であるため，専門家の介
入があるとスムーズ

•当事者の話をまとめてくれる
コーディネーターは開発者側に
もメリットが大きい
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C班
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C班
安心して生活するためには
人材確保と離職予防が重要

対応できる
事業所に

利用者が殺到

疲労から
離職

（廃業）

かかりつけ医以外に安心して預けられる利用所がな
いため利用を１０年間待っている
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困っている自覚がなかったケース

•冒頭で困っていないと話していた保護者の方

•実際は【レスパイト入院先がなく１０年待っている】
• レスパイト先に申し込むも10年待って順番が回ってこない

•本当は困っていたが本人と保護者が頑張っていて
表面化していないだけだった
• 困っている自覚がなかった

• 植田（座長）も関わっているお子さんでした

23
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C班

介護事故から離職を防ぐための
環境改善が急務



西九州大学 植田研究室

25

C班

特定の保護者会・患者会だけではない
横のつながりを増やしていく
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C班

障害者ではなく，納税者を目指せる制度作り
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グループワークのまとめ
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•メーリングリストで繋がりを広げていく
•予算がなくてもできることから

•繋がりのカタチを増やす
• ニーズとシーズの繋がり

• ニーズ間の交流

• シーズ間の情報交換

今後のアクション

リスタートした繋がりを広げていくために（決意表明）
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